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１．ルーブリックとは何か？ 

 ルーブリックは、具体的な学習目標を示す「観点」と学習目標の到達度をレベルで示す「尺度」

およびそれぞれの特徴を示す「記述語」で構成され、それらを表形式で示した評価基準表です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）「レポート（論証型レポート）」の汎用ルーブリック 

 

 

２．ルーブリックの作成 

 成績評価方法・基準におけるルーブリックの活用として３つの方法を例示しています。 

 

◎汎用ルーブリックを用いる場合 

今回ご提示した『汎用ルーブリック（①～④）』を活用してください。 

なお、成績評価方法・基準に応じて複数の汎用ルーブリックを活用することも可能です。 

 

◎独自のルーブリックを用いる場合 

独自にルーブリックを作成いただき、評価基準としてください。 

 

◎その他の評価基準を用いる場合 

ルーブリックと同様に説明できる評価基準で評価を行ってください。 

 

３．ルーブリックの活用のタイミング 

 学生に課題を提示するタイミングで、ルーブリックによる成績評価方法を併せて説明をすると、

評価基準の理解が進むだけでなく、課題に取り組むポイントが明確になる等の効果があります。 

  

汎用ルーブリックの活用方法と事例 
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４．ルーブリックによる採点 

①教員は、課題（レポート等）を回収した後、「観点」別の「記述語」に則り、該当する「尺度」

にチェック（丸をつける等）を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ルーブリックによる成績評価を点数化する場合 

②－１ 尺度に点数を明示する 例）S（秀）4点、A（優）3点、B（良）2点、C（可）1点、F（不可）0点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②－２ 観点ごとの満点を設定して、尺度に応じて点数を配分する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記はあくまでも事例ですので、科目や課題に応じた方法で活用をお願い致します。 
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